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【資料５】 
 

戦闘機の機種別騒音レベル 
 
 
 嘉手納飛行場周辺において、平成１９年２月２０日から２３日の４日間（概ね午前９時

から午後５時までの間）に離着陸した航空機の機種を目視で確認し、数カ所の航空機騒音

測定局での測定結果から、戦闘機の機種別騒音レベルをとりまとめました。 
 なお、当該期間の滑走路運用は、飛行場西側からの着陸と、飛行場東側への離陸でした。 
 
 
・ 着陸機 

測定局：砂辺局（北谷町） 
最大騒音レベル（ピークレベル） 

機種 測定回数 
平均値 最小値～最大値 

Ｆ－２２ １８回 １０２．６ ８６．４～１１３．１ 
Ｆ－１５ ９１回 ９０．１ ８２．７～１０３．９ 
Ｆ－１８ １５回 １０４．７ １００．３～１０９．７ 

 
・ 離陸機 

測定局：知花局（沖縄市） 
最大騒音レベル（ピークレベル） 

機種 測定回数 
平均値 最小値～最大値 

Ｆ－２２ ８回 ９２．７ ９０．２～９５．１ 
Ｆ－１５ ３６回 ８９．１ ８４．４～９５．７ 
Ｆ－１８ ８回 ８８．１ ８２．４～９０．８ 

 
 

測定局：北美局（沖縄市） 
最大騒音レベル（ピークレベル） 

機種 測定回数 
平均値 最小値～最大値 

Ｆ－２２ ７回 ８９．６ ８５．２～９４．０ 
Ｆ－１５ ３３回 ９０．５ ７９．５～１０２．２ 
Ｆ－１８ ７回 ８７．７ ８０．３～９１．３ 
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測定局：美原局（うるま市） 

最大騒音レベル（ピークレベル） 
機種 測定回数 

平均値 最小値～最大値 
Ｆ－２２ ８回 ８８．０ ８１．５～８９．９ 
Ｆ－１５ ３５回 ９０．５ ７５．８～９７．４ 
Ｆ－１８ ８回 ９４．９ ８７．９～９７．３ 

 
 

測定局：昆布局（うるま市） 
最大騒音レベル（ピークレベル） 

機種 測定回数 
平均値 最小値～最大値 

Ｆ－２２ ８回 ８７．６ ８３．６～９１．１ 
Ｆ－１５ ３４回 ９２．５ ７６．７～１０４．５ 
Ｆ－１８ ８回 ９１．６ ８２．５～９７．８ 

 
（注１） 間隔をおいて連続して飛行する場合、騒音測定は１回とカウントされるため、

測定回数とした。なお、同時に２機で飛行した場合は除いている。 
（注２） 着陸機は、測定局通過後、着陸した機のみとし、通過後再上昇した機を除いて

いる。また離陸機は、直進上昇した機のみとし、離陸後すぐに旋回した機を除

いている。 
（注３） 最大騒音レベルの平均はパワー平均。 
 
 

（提供：日東紡音響エンジニアリング株式会社） 
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